
当社は「中期経営計画－中村屋2027ビジョン－」に
掲げた基本方針に基づき、構造改革と売上拡大の基盤
づくりを進めてまいりました。
菓子ビジネスでは、ギフト商品のカジュアル化を進め

るとともに、日常使いの‘デイリー菓子’の定番化を目指
し季節品の拡充などの施策を行いました。中華まんビジ
ネスでは、春夏の需要創造を目指し季節限定の新商品
を展開するとともに、量販店での試食販売を行い、朝食
としての利便性を訴求することで、中華まんが年間を通

経営環境と成果の報告

詳しい財務情報はこちらから

じて「手軽に食べられる食」として定着するための取組
みを継続しました。食品ビジネスでは、市販食品・業務
用食品ともに、新商品の投入やレストランで培った調理
技術を活かした商品の開発・提案を通じ、売上の拡大に
努めました。また、原価高騰に対応するべく、不採算商
品、不採算販路の集約などによる生産性向上や業務効
率化によるコスト削減を図るとともに、一部の商品にお
いて価格改定や規格変更を実施し、収益体質の強化を
図りました。
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株主の皆様におかれましては、日ごろより
格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに株式会社中村屋第105期中間期
（2025年4月1日から2025年9月30日まで）における

事業の概要をご報告申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長
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NEW

菓子類では、主力商品「月の菓」と新商品「月の菓　栗」を詰め合わせた「月
の菓詰合わせ」を新発売し、多様化するギフト需要に対応しました。また、キャラ
メルスイーツ専門店「C

キ ャ ラ メ ル
ARAMEL M

マ ン デ ー
ONDAY」の姉妹ブランドとして、量販店等

を対象とした「C
キ ャ ラ メ ル
ARAMEL M

マ ン デ ー
ONDAYの朝」の展開を開始しました。

中華まん類では、年間を通じた販売強化を継続するとともに、「辛
シン
肉まん」を新

発売し、春夏期の需要拡大を図りました。
新宿中村屋本店「スイーツ＆デリカB

ボ ン ナ
onna」では、6月12日の「恋と革命のイ

ンドカリーの日」より、定番商品「新宿カリーパン」「新宿ピロシキ」の提供回数
を1日3回に分け、お客様に揚げたてを楽しんでいただけるよう改善しました。

菓子事業

不動産賃貸事業

売上高 7,187百万円 （前年同期比4.8％減）

売上高 460百万円 （前年同期比1.5％減）

月の菓詰合わせ

売上高構成比

57.5%

当社は「中期経営計画－中村屋2027ビジョン－」のも
と、持続的な成長と企業価値の向上を目指し、以下の課
題に重点的に取り組んでまいります。

食品事業 売上高 4,850百万円 （前年同期比3.1％増）

市販食品では、レトルトカレー「THE濃厚」シリーズの
第3弾「THE濃厚 ブラックスパイシーカリー」を新発売し、
多様化する需要に対応しました。また、中華調理用ソース「本格四川 鮮烈な
辛さ、しびれる麻婆豆腐」を刷新し、シェアの拡大を図りました。
業務用食品では、カフェチェーン向けにコラボレーションメニューを開発し、
拡販に努めました。
新宿中村屋本店「レストラン＆カフェM

マ ン ナ
anna」「カジュアルダイニング

G
グ ラ ン ナ
ranna」では、「恋と革命のインドカリーの日」を記念した「白目米のチキン
ビリヤニ」を数量限定で販売し、お客様からご好評をいただきました。

売上高構成比

38.8%

不動産賃貸事業では、商業ビル「新宿中村屋ビル」において、適切な施設管理による
快適な商業空間の提供に努め、満室稼働を維持しました。
また、武蔵工場（埼玉県入間市）の敷地の一部や旧東京事業所跡地（東京都渋谷区）
から地代収入を得ることで、保有する土地を有効に活用しました。

売上高構成比

3.7%

事業別概況

今後の課題と戦略

THE濃厚 ブラックスパイシーカリー（右）

これらの課題に取り組み、事業環境の変化に迅速に対
応することで、企業価値の最大化を図ります。
株主の皆様におかれましては、引き続きご理解とご支
援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

新宿中村屋ビル

1.収益構造の改革とコスト競争力の強化
さらなるコストの増加に対応するため、工場再編による合理
化を含めた業務プロセスの見直しなどにより生産性を高め、
企画・開発から生産、物流、販売に至る当社バリューチェーン
全体の効率化を推し進めます。

２.事業拡大の基盤構築
今後の成長に向けた基盤づくりのため、商品の高付加価値化
や価値訴求を強化します。中華まんビジネスでは、年間を通じ
た定番商品化を目指した取組みを継続し、菓子ビジネスでは、
当社の独自価値を体現した商品の開発を進めてまいります。ま
た食品ビジネスでは、これまで培った技術力を発揮しつつ、そ

の価値が伝わる販路の選定や訴求活動を推進します。また、新
規事業としてBtoBビジネスの展開に挑戦してまいります。

3.人的資本の価値最大化
多様な人材が活躍できる職場環境の整備や働きがいの向上
を図る人事制度の構築に取り組むことで、創意工夫と挑戦が
生まれる企業文化を醸成し、人的資本の価値最大化を目指し
ます。

4.サステナビリティ経営の推進
食の安全・安心を第一に、環境に配慮した事業活動を推進し
ます。サプライチェーン全体でサステナビリティへの取組みを
進め、社会的責任を果たしながら、持続可能な社会の実現に
貢献する企業を目指します。
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当社では、「循環型社会の実現」を重要課題の一つとして、ゼロエ
ミッション（廃棄物ゼロ）に向けた取組みを進めております。
新宿中村屋本店「レストラン＆カフェM

マ ン ナ
anna」では、カリー類を注

文されたお客様にアグレッツィや手作りのチャツネ等の薬味を提供して
おりますが、残される方もいらっしゃることから、2025年7月1日より、
薬味類が不要なお客様にはカリー類の価格を110円引きとさせていた
だいております。これに伴い、薬味の廃棄量をおよそ20％減らすこと
ができました。
今後も、さまざまな環境・社会課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

TT OO PP II CC  SSトピックストピックス

オンラインショップをリニューアルし、より快適にお買い物い
ただけるようになりました。
商品の探しやすさを向上させ、売上ランキングや購入履歴を

もとにしたおすすめ機能を追加。お支払い方法を増やし、多様
なニーズに応えています。加えて、LINEやメールマガジンを通
じて、お客様へタイムリーに有益な情報をお届けできるように
なりました。今後もサービスの改善を続け、より一層、お客様
満足度の向上に努めます。
※�オンラインショップは株主優待の対象外となります。
※�株主優待で優待割引を選択の方は、引き続きフリーダイヤル（0120-147-768　受付時
間 10：00～16：00、日曜、祝日、年末年始除く）からのご注文をお願いします。15％割引で
20回までご利用になれます。なお、専門スタッフによる「株主確認」をさせていただきます。

お客様満足度
の向上 「中村屋公式オンラインショップ」を

リニューアル

5月

スーパー向け中華まんの最大の特徴である「個包装」。ラッ
プ不要で、袋のまま電子レンジで温めるだけでおいしく召し上
がれる「簡便性」をより多くの方に知っていただくため、中華
まんのレンジ体験イベントを開催しました。
忙しい朝に手軽に食べられる朝食としての利用が増えている
中、本イベントを通じておいしさと簡便性を実際に体験し、中
華まんへの理解を深めていただきました。また、内容を工夫し
た結果、多くのお客様にご参加いただき、新規のお客様との
接点やブランド認知度の向上などの成果が得られました。

独自価値の
発信

サステナ
ビリティ 薬味類の提供方法を変更

7月

	 中華まん
「おいしさ実感！レンジ体験」  
イベントを開催

8月
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会社概要 （2025年9月30日現在）

住　所：東京都新宿区新宿三丁目26番13号
e-mail： kabunushi@nakamuraya.co.jp
U R L ： https://www.nakamuraya.co.jp

〈お問合せ先〉総務・法務部
電　話： 03-5325-2700

創 業 1901（明治34）年12月30日
設 立 1923（大正12）年4月1日
資 本 金 74億6,940万円
営 業 内 容 各種和洋菓子・パン・その他食料品の製造、販

売ならびに飲食店の営業
従 業 員 数 788名（左記の他臨時従業員が期中平均438名おります。）

概要

発行可能株式総数 19,904,400株
発行済株式の総数 5,976,205株
株 主 数 10,997名

株式の状況

（注）�発行済株式の総数には、自己株式
（200,520株）が含まれております。

（注）�前期末に比し1,889名減少いたし
ました。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 毎年3月31日
定時株主総会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により掲載します。ただし電子公

告を行えない事由が生じたときは日本経済
新聞に掲載する方法により行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

未払配当金のお支払…みずほ信託銀行（※）およびみずほ銀行
（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご注意 �支払明細発行については、上記「特別口座の場合」のフリー
ダイヤルまでご連絡ください。

	� 特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買
はできません。

証券会社に口座を
お持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引先の
証券会社と
なります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問合せ先 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

株主総会資料の電子提供
制度（書面交付請求）
についてのお問合せ先

電子提供制度専用ダイヤル
0120-524-324

（土・日・祝日を除く9：00～17：00）
お取り扱い店 みずほ信託銀行（※）

株主メモ

役員

（注）	�取締役中山弘子・藤本聡の両氏は社
外取締役であります。

	� 監査役日向研・小川直樹の両氏は社
外監査役であります。

代表取締役
社長 島田　裕之

取締役兼
専務執行役員 鍵山　敏彦

取締役兼
執行役員 弘中　雅裕

取締役 中山　弘子
取締役 藤本　  聡
常勤監査役 齊藤　正樹
監査役 日向　  研
監査役 小川　直樹

執行役員 鈴木　克司
執行役員 河野奈美江
執行役員 太田　憲治
執行役員 水野　豊司
執行役員 春江　達夫
執行役員 本多　大輔

株主優待のご案内

株主さまの日頃のご支援・ご愛顧に感謝し、毎年3月31日の株主名簿に記録された100株以上ご所有の
株主さまに対し、下記株主優待制度を実施しております。

ご所有株式数に応じ、優待品 A  B  C  いずれか一つをご選択いただけます。

※株主優待券は、特殊商品を除く５００円以上のご飲食・お買物１回につき１枚ご利用いただけます。なお、利用可能店舗につきましては、当社ＨＰにてご確認ください。

ご所有株式数
A

当社商品
B

優待割引（15％OFF）
C

社会貢献活動団体への寄付

100～300株未満 ● 2,000円相当
● 株主優待券	 20枚
● 通信販売	 20回分

● 2,000円 寄付

300～500株未満 ● 3,000円相当
● 株主優待券	 40枚
● 通信販売	 20回分

● 3,000円 寄付

	 500株以上 ● 5,000円相当
● 株主優待券	 40枚
● 通信販売	 20回分
● 3,000円相当の当社商品

● 4,000円 寄付
● 株主優待券	 20枚
● 通信販売	 20回分
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